
パラグアイのＶＩＰを前に、レダ開拓の紹介をする佐野氏。（アスンシオン市内のホテルにて）

パンタナール通信
一般社団法人南北米福地開発協会 会報 ２０１４年５月１日 １２８号

世界平和地球村の建設と自然環境の保護

パ
ラ
グ
ア
イ
で
Ｖ
Ｉ
Ｐ
研
修
会
開
催

二
〇
一
四
年
四
月
一
日
、
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
ホ
テ

ル
で
、
八
十
名
か
ら
の
有
識
者
の
参
加
を
得
て
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
四
月
二
十
五
日
に

レ
ダ
基
地
に
お
い
て
、
第
二
回
パ
ク
ー
稚
魚
放
流
式
典
が

予
定
（
折
り
込
み
の
速
報
参
照
）
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ

り
多
く
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
一
助
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
レ
ダ
開
拓
の
歩
み
と
チ
ャ
コ
地
方
の
貧
し

い
先
住
民
の
村
に
、
教
育
支
援
及
び
自
然
環
境
保
護
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
魚

の
養
殖
研
究
に
着
手
し
、
増
殖
法
や
養
殖
法
を
開
発
し
て

来
ま
し
た
。
ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
の
協
力
の
も
と
、
パ
ク
ー

の
人
工
孵
化
を
二
〇
一
二
年
暮
れ
に
成
功
さ
せ
、
チ
ャ
コ

地
方
で
は
初
の
パ
ク
ー
稚
魚
放
流
を
、
昨
年
五
月
三
日
に

現
職
の
フ
ラ
ン
コ
大
統
領
（
当
時
）
一
行
四
十
名
を
迎
え

て
行
い
ま
し
た
。
こ
の
反
響
は
ア
ル
ト
・
パ
ラ
グ
ア
イ
地

域
と
国
家
に
大
き
く
広
が
り
、
今
年
も
是
非
行
お
う
と
、

再
度
孵
化
を
成
功
さ
せ
、
準
備
を
し
て
来
ま
し
た
。

今
回
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
研
修
会
で
は
、
佐
野
氏
が
一
時
間
に
わ

た
っ
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
わ
か
り
易
く
レ
ダ
基

地
と
そ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
が
感
動

の
中
に
強
い
関
心
を
示
し
、
放
流
式
に
向
け
て
機
運
の
盛

り
上
が
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

当
会
が
法
人
化
し
ま
し
た

当
会
は
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
、
「
一
般
社

団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会
」
と
し
て
登
記
が
完
了

し
ま
し
た
。
理
事
長
は
飯
野
貞
夫
氏
。
定
款
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
告
さ
れ
ま
す
。
事
務
局
の
住
所
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
も
従
来
の
ま
ま
継
続
し
ま
す
。



稚
魚
放
流
式
典
の
準
備
中

第
二
回
パ
ク
ー
稚
魚
放
流
式
典
に
は
、
相
当
な
Ｖ
Ｉ

Ｐ
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。
今
は
雨
で
陸
路
が
使
え
な

い
の
と
、
復
活
祭
で
定
期
船
も
運
休
の
た
め
、
人
や
資

材
を
運
ぶ
の
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
り
ま
す
。

店
が
全
く
無
い
場
所
で
す
か
ら
、
コ
ッ
プ
や

タ
オ
ル
の
よ
う
な
も
の
ま
で
、
全
て
調
べ
て
ア

ス
ン
シ
オ
ン
に
購
入
を
頼
ん
で
い
ま
す
。
接
待
・

宿
泊
な
ど
の
受
け
入
れ
態
勢
も
、
い
ろ
い
ろ
な

方
面
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
言
語
も

日
本
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
韓
国
語
、
グ
ア
ラ
ニ
ー

語
と
国
際
色
豊
か
で
、
通
訳
が
貴
重
で
す
。

と
も
か
く
天
候
に
恵
ま
れ
る
こ
と
が
第
一
で

す
。
必
ず
成
功
す
る
確
信
を
持
っ
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
（
四
月
十
六
日
、
飯
野
記
）

レダ基地では

木工用工作機や土木重機類の置かれた格納庫にて水落氏。 本職でもある木工作業に取り組む水落氏。

大和田氏から、水道水作りの教習を受ける水落氏と堀本氏。 手製の燻製器を用いて、豚肉の燻製に取り組む堀本氏。

豪雨によって一時中断されていた、新しい養殖池の造成工事が、

天候の回復とともに再開しました。同時に排水作業をしながら進

める、とても骨の折れる作業です。



新
緑
の
さ
わ
や
か
な
季
節
、
下
記
の
内
容
の
パ
ン
タ

ナ
ー
ル
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

レ
ダ
基
地
に
お
け
る
南
米
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
開
発
は

十
五
年
目
の
半
ば
に
来
て
い
ま
す
。
幸
い
多
く
の
方
々

か
ら
支
援
を
い
た
だ
き
、
植
樹
、
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊
派
遣
、
先
住
民
の
村
に
お
け
る
学
校
建
設
、
ま
た
レ

ダ
基
地
に
お
け
る
養
殖
な
ど
を
通
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の

国
か
ら
も
高
く
評
価
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

昨
年
五
月
の
パ
ク
ー
稚
魚
放
流
式
典
（
左
の
写
真
）

で
は
、
現
職
大
統
領
ご
一
行
を
お
迎
え
し
、
実
体
的
に

環
境
保
全
の
道
を
開
き
、
多
く
の
人
々
に
感
動
と
希
望

を
与
え
ま
し
た
。
正
に
Rev
ム
ー
ン
の
「
人
の
た
め
に
生

き
る
精
神
」
の
実
践
で
あ
り
、
生
き
た
証
で
す
。

皆
様
、
今
回
の
一
日
研
修
会
を
通
し
て
「
世
界
平
和

地
球
村
の
建
設
理
想
」
や
「
地
球
環
境
問
題
」
を
見
つ

め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
皆
様
に
と
っ
て
喜
び

の
出
発
の
日
と
な
る
で
し
ょ
う
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご

参
加
を
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
回
環
境
問
題
勉
強
会
を
開
催

四
月
五
日
、
第
二
回
環
境
問
題
勉
強
会
を
行
い
ま
し

た
。
会
場
は
先
回
と
同
じ
、
川
崎
市
の
高
津
市
民
館
で

す
。
今
回
は
、
山
岡
先
生
が
初
め
に
一
時
間
講
話
を
し
、

そ
の
後
、
一
時
間
半
ほ
ど
参
加
者
全
員
で
熱
心
に
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

講
話
は
、
「
統
一
思
想
に
よ
る
新
し
い
環
境
史
の
試

み
」
と
題
し
た
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
と
構
成
で
し

た
。
山
岡
先
生
の
環
境
問
題
に
対
す
る
深
く
て
濃
い
研

究
内
容
に
啓
発

さ
れ
た
参
加
者

た
ち
は
、
次
回

以
降
も
続
け
て

参
加
し
た
い
と

感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

特
に
今
回
の

環
境
問
題
勉
強

会
は
、
ち
ょ
う

ど
南
北
米
福
地

開
発
協
会
が
一

般
社
団
法
人
と

し
て
出
帆
す
る

と
き
で
あ
り
、

時
宜
に
適
っ
た

と
て
も
よ
い
企

画
で
し
た
。
次

回
は
五
月
十
日

で
す
。
皆
様
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
研
修
会
の
ご
案
内

（
第
四
回

一
日
特
別
研
修
会
）

☆
開
催
日
＝
二
〇
一
四
年
五
月
一
八
日
（
日
）

☆
プ
ロ
グ
ラ
ム

十
時

受
付
開
始
（
二
階
ホ
ー
ル
）
十
時
三
十
分

開
会

ビ
デ
オ
上
映
に
続
き
、
講
義
①
「
創
設
者
の
思
想
と
レ
ダ

の
歩
み
」
飯
野
貞
夫
先
生

十
二
時

昼
食

十
三
時

講
義
②
「
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
地
球
環
境
問
題
」

高
津
啓
洋
先
生
（
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
地
域
の
環
境
保
全
）

十
五
時

講
義
③
「
奉
仕
活
動
が
国
を
動
か
す
」

柴
沼
邦
彦
先
生

十
六
時
三
十
分

質
疑
応
答

十
七
時

閉
会

☆
開
催
場
所
＝
大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館

二
階
研
修
室

神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
溝
口
三
―
一
三

―

三

（
当
会
事
務
局
前
）

☆
交
通
＝
電
車

JR
南
武
線
武
蔵
溝
ノ
口
駅
下
車
＝
北
口

徒
歩
７
分
、
ま
た
は
東
急
田
園
都
市
線
溝
の
口
駅
下
車
＝

正
面
口
徒
歩
７
分
、
高
津
駅
下
車
＝
西
口
徒
歩
５
分

☆
参
加
費
＝
２
０
０
０
円
（
昼
食
付
き
）
（
当
日
受
付
に

て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

☆
申
込
締
切
＝
五
月
十
五
日
（
昼
食
の
準
備
の
た
め
）

☆
参
加
申
込
＝
参
加
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

下
記
申
込
連
絡
先
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
主
催
＝
ピ
ー
ス
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ

☆
共
催
＝
一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

☆
申
込
み
連
絡
先
＝
一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発

協
会

電
話
＝04

4-
82
9-
28
21

FA
X

＝0
44-

82
9-
28
20



一般社団法人
南北米福地開発協会事務局
〒２１３－０００１
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話 ０４４－８２９－２８２１
FAX ０４４－８２９－２８２０

会費納入 郵便口座
１０１８０－７７６８０４７１

E-メール ： office@asd-nsa.jp
ホームページ：http://www.asd-nsa.jp

地球家族として、自然を守りましょう
一般社団法人
南北米福地開発協会会員募集中

南米、パラグアイ・パンタナール地域へのエコツアー、ならび
に植林活動を通じて生態系の維持と強化を促進し、その
地域をモデルとし、世界に環境保護の大切さを訴えていま
す。会費は月５００円です。

毎月、パンタナール通信をお送りいたします。また、各種の
セミナー、エコツアー等へのご案内をいたします。

パラグアイ（南米）の僻地への
ボランティアのため、支援をお願いします

支援金だけでなく、使用していない切手、はがき、
図書券等を集めています。 (南北米の事務所にお送りください）

第14回国際協力青年ボランティア隊員募集
期 間：２０１４年８月２５日（月）～９月１０日（水）

８／２４（日）：オリエンテーション・研修を行います。８／２５成田発
活動場所：パラグアイ、パンタナール地域

活動内容：サン カルロス村で学校の建設と共同植樹活動及び文化交流、
レダにて奉仕活動、自然探訪、学習会、乗馬、釣り体験

参加資格：１８歳以上２５歳まで（原則として）（健康に自信のある男女）

参加条件 ①小論文（400字以内）提出 テーマ：「参加の動機及び将来の夢」提出期限：６/３０
提出先：南北米福地開発協会（FAX、Emailも可）②小論文に各紹介者の推薦文を添付すること。

（書類は事務局にありますのでご連絡ください。）合格発表：７月５日 直接該当者に連絡致します。

募集人数：１０名（日本から） アメリカ、南米から各数名ずつ。

参加費用：１５万円 成田―アスンシオン往復航空チケット代は主催者が支援いたします。
（小遣い、家から成田までの往復費用などは個人負担）

申し込み及び問い合わせ先：南北米福地開発協会事務局 担当：柴沼まで

ＴＥＬ：０４４－８２９－２８２１ ＦＡＸ：０４４－８２９－２８２０ Email：office@asd-nsa.jp


